
「錦のまち体操」誕生
町民歌に合わせて、楽しくフレイル予防特集

　

10
月
３
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
た
第
75
回
鹿
児
島
県
畜
産
共

進
会
。
県
内
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た

73
頭
が
出
場
し
、
５
部
門
で
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

錦
江
町
か
ら
は
、
西
元
裕
樹
さ
ん
が

育
て
る
牛
が
３
頭
出
場
。「
若
雌
２
区
」

部
門
に
２
頭
、「
繁
殖
雌
牛
群
区
」
部
門

に
１
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
西
元
さ
ん
の
「
な
か
は

ら
号
」
が
県
畜
産
共
進
会
の
最
高
賞
で

あ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
は
じ
め
、
山
中
貞
則
賞
、
萩
原
三
笠

杯
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

本
町
の
牛
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
賞
を
受
賞
す
る
の
は
、
町
合
併
後
初

め
て
の
快
挙
。
合
併
前
の
平
成
12
年
に

旧
田
代
町
で
上
久
保
文
夫
さ
ん
の
「
い

ち
ふ
じ
８
号
」
が
受
賞
し
て
以
来
、
26

年
の
時
を
経
て
再
び
本
町
の
牛
が
最
高

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
県
内
各
地
の
生
産

者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
牛
が
競
い
合

う
中
で
の
受
賞
は
、
決
し
て
簡
単
に
成

し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
栄
誉
は
、
生
産
者
の
努
力
が
高

く
評
価
さ
れ
た
証
し
で
あ
り
、
本
町
の

畜
産
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇
り
と
な
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
快
挙
の
裏
に
は
、
日
々
牛
と
向

き
合
う
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
、

畜
産
に
か
け
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
特
集
で
は
、
受
賞
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
受
賞
の
喜
び
や
飼

育
へ
の
こ
だ
わ
り
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
、

来
年
開
催
さ
れ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
」
に
向
け
た
取
組
や
、
安
定
し
た

畜
産
経
営
を
目
指
す
工
夫
な
ど
、
本
町

の
畜
産
を
支
え
る
生
産
者
の
姿
と
、
こ

れ
か
ら
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

1家族での集合写真。妻り
えさんのご両親も応援に駆
けつけ、家族みんなで受賞
の喜びを分かち合いまし
た。2出品者と補助者１名
のみが入れる審査場。補助
者は、一番良い姿勢で牛が
立つよう調整し、審査員に
アピールします。3審査会
場を多くの観客が取り囲
み、審査結果を待ちます。
4記念撮影の間も姿勢を崩
さないなかはら号。5 26
年前の広報たしろの表紙。

1

2

3

4

5

西元裕樹さん
なかはら号 グランドチャンピオン受賞

＼県ナンバーワン／

第 75回鹿児島県畜産共進会
試行錯誤の先につかんだ、グランドチャンピオン試行錯誤の先につかんだ、グランドチャンピオン
錦江町から県ナンバーワン牛誕生錦江町から県ナンバーワン牛誕生特集
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試行錯誤の先につかんだ、グランドチャンピオン
錦江町から県ナンバーワン牛誕生特集

牛は、横から見て長方形に近い形が理想とされています。
なかはら号は、体上線の強さが素晴らしく、月齢に応じ
た発育で、大きすぎず小さすぎず、バランスが整ってい
るところが評価のポイントです。体上線の強さは遺伝的
な要素も大きいですが、日々の刷毛がけや繋牧
を通して、姿勢や脂肪の付き方を調整してき
たことも、今回の評価につながったと感
じています。

小鷹 敬志郎 畜産技師

産業建設課 経済チーム

　

今
回
、
県
畜
産
共
進
会
（
以
下
、

県
共
）
で
最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
た
西
元
裕

樹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

反
響
は
い
か
が
で
す
か
？

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
新
聞
に
も

大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
方
か
ら
お
祝
い
の
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
視
察
に
訪
れ

た
い
と
い
う
お
話
も
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
回
の
受
賞
の
大
き
さ
と
、
そ

の
反
響
の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま

す
。―

今
回
で
４
回
目
の
県
共
出
場
だ

と
伺
い
ま
し
た
。
一
昨
年
は
最
終
審

査
に
残
る
こ
と
さ
え
で
き
ず
、
悔
し

い
思
い
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

あ
の
時
に
「
自
分
の
牛
づ
く
り
は

ず
れ
て
い
る
、
方
向
性
が
違
う
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
共
進
会
用
の
牛
を
作

る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
一
昨
年
の
県
共
以
来
、
そ
れ
を

一
切
や
め
ま
し
た
。
本
来
の
牛
の
良

さ
を
引
き
出
す
こ
と
を
意
識
し
た
牛

づ
く
り
に
、
大
き
く
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

―
そ
れ
を
経
て
、
昨
年
の
県
共
で

は
成
雌
区
で
二
席
と
い
う
結
果
に
つ

な
が
っ
た
の
で
す
ね
。

　

二
席
と
い
う
昨
年
の
結
果
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
悔
し
い
気
持
ち
の

方
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
、

昨
年
は
先
輩
が
一
席
を
取
っ
て
い
た

の
で
「
自
分
も
一
席
を
」
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

―
ま
さ
に
有
言
実
行
で
す
ね
。
今

年
は
県
共
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

特
に
、
県
共
の
た
め
に
何
か
特
別

な
こ
と
を
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
牛
が
確
実
に
年
一
産
で
き
る
よ

う
管
理
を
徹
底
し
た
結
果
、
県
共
で

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
い
た
だ

け
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
繋け
い
ぼ
く牧
（
牛

を
ロ
ー
プ
で
繋
ぎ
、
立
た
せ
た
状
態

に
し
て
お
く
こ
と
）
や
刷は

け毛
が
け
も

行
い
ま
し
た
が
、牛
の
体
調
を
見
て
、

元
気
が
な
い
と
き
に
は
無
理
を
さ
せ

な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
た
。

―
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
決

ま
っ
た
瞬
間
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
し
た
か
？

　

嬉
し
さ
よ
り
、
無
事
に
終
わ
っ
た

と
い
う
安
堵
の
気
持
ち
の
方
が
大
き

く
て
、
実
感
が
わ
く
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
受
賞
の
嬉
し
さ
よ
り
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

―
周
り
の
支
え
が
大
き
か
っ
た
の

で
す
ね
。

　

田
代
の
若
い
畜
産
農
家
の
仲
間

が「
当
日
は
ト
ラ
ッ
ク
ど
う
す
る
？
」

「
何
時
に
来
れ
ば
い
い
？
」
と
、
こ

ち
ら
が
お
願
い
す
る
前
に
声
を
か
け

て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。だ
か
ら
、自
分
一
人
で
と
っ

た
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
は
な

く
、
団
体
で
勝
ち
取
っ
た
賞
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
家
族
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
父
も
大
事
な
戦
力
な
の
で
、

元
気
な
う
ち
は
ま
だ
ま
だ
一
緒
に
働

い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
妻
も
、
餌

や
り
や
牛
舎
の
掃
除
な
ど
手
伝
っ
て

く
れ
て
、
本
当
に
感
謝
で
す
。

―
い
よ
い
よ
、
来
年
は
全
国
和
牛

能
力
共
進
会（
以
下
、全
共
）で
す
ね
。

　

今
回
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全
共
に

行
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
来
年
の
予
選
か
ら
、
皆
さ
ん
と

同
じ
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
挑

戦
し
た
い
で
す
ね
。

―
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

安
定
し
た
経
営
第
一
で
続
け
て
い

き
ま
す
。牛
の
仕
事
が
好
き
な
の
で
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
い
牛
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

なかはら号　評価のポイント
　↑
体上線

畜産技師に
聞きました！

牛
本
来
の
良
さ
を
引
き
出
す

牛
本
来
の
良
さ
を
引
き
出
す
――

試行錯誤の先につかんだ、グランドチャンピオン。
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本
町
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

中
心
経
営
体
（
担
い
手
農
家
）
を

対
象
に
毎
年
１
２
０
頭
の
牛
の

「
代
謝
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
代
謝
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
テ
ス

ト
は
、
血
液
検
査
や
体
型
評
価
を

通
じ
て
牛
の
栄
養
状
態
や
健
康
、

代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
を
客
観
的
に
診

断
す
る
手
法
で
す
。
人
間
で
い
う

「
人
間
ド
ッ
ク
」
に
相
当
し
ま
す
。

　

血
液
検
査
の
結
果
か
ら
、
牛
に

与
え
て
い
る
飼
料
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
や
、
牛
一
頭
一
頭
、
牛
群
全
体

の
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
を
基
に
、

農
家
ご
と
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
具
体
的
な
改
善
策
を
提
案
す

る
こ
と
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
も
飼

養
管
理
の
改
善
に
よ
る
効
果
を
実

感
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

併
せ
て
、
夏
草
の
新
品
種
作
物

「
ル
ジ
グ
ラ
ス
」
栽
培
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
品
種
は
、

栄
養
価
が
高
く
嗜

好
性
が
非
常
に
高

い
特
徴
を
持
っ
て

舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
域
の

畜
産
技
術
や
和
牛
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
大
会
と
し
て
、
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。　

　

全
共
の
審
査
は
、
雄
牛
、
雌
牛

の
姿
・
形
を
審
査
す
る
「
種
牛
の

部
」
と
肉
質
等
を
審
査
す
る
「
肉

牛
の
部
」、
ま
た
、
和
牛
を
飼
養

す
る
高
校
・
農
業
大
学
校
か
ら
の

出
品
を
対
象
と
し
た
特
別
区
も
設

け
ら
れ
ま
す
。

　

県
代
表
の
出
品
牛
の
選
抜
は
、

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
鹿
児
島

県
か
ら
出
場
で
き
る
の
は
、
種
牛

の
部
で
わ
ず
か
14
頭
。
限
ら
れ
た

出
場
枠
を
目
指
し
、
来
年
３
月
か

ら
県
内
各
地
で
予
選
会
が
行
わ

れ
、
代
表
の
座
を
懸
け
た
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
錦
江
町
の
牛
が
県

代
表
に
選
ば
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
選
抜
の
動
き
や
町

内
の
生
産
者
の
取
り
組
み
な
ど
、

全
共
に
関
す
る
情
報
を
広
報
誌
で

随
時
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

全
国
へ
の
挑
戦
が
始
ま
る

全国和⽜能⼒共進会 北海道大会全国和⽜能⼒共進会 北海道大会
＼いよいよ来年開催／ 和⽜の祭典 2027

音更町：種牛の部音更町：種牛の部★
帯広市：肉牛の部帯広市：肉牛の部★

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
（
以
下
、
全

共
）」。
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も

呼
ば
れ
、
厳
し
い
審
査
を
勝
ち
抜

い
た
和
牛
や
そ
の
関
係
者
が
全
国

か
ら
一
堂
に
会
す
る
大
会
で
す
。

　

前
回
大
会
は
２
０
２
２
年
に
鹿

児
島
県
で
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
県

が
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

各
地
で
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
和
牛
が
、
そ
の
改
良
の
成
果

を
競
い
合
う
大
舞
台
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
来
年
は
全

共
の
開
催
年
。
２
０
２
７
年
８
月

26
日
か
ら
30
日
ま
で
、
北
海
道
を

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

８
月
８
月
2626
日
～
日
～
3030
日日

最
終
予
選
会

最
終
予
選
会

７
月
２
日
～
３
日

７
月
２
日
～
３
日

地
区
二
次
審
査
会

地
区
二
次
審
査
会

６
月
６
月
1111
日日

地
区
一
次
審
査
会

地
区
一
次
審
査
会

４
月
４
月
2020
日日

町
審
査
会

町
審
査
会

令
和
９
年
３
月
末

令
和
９
年
３
月
末

全
共
へ
の
道
の
り

全
共
へ
の
道
の
り

審査区分 出場条件 鹿児島県からの
出場頭数

若雌１区 生後14～17か月未満の雌牛 ２頭

若雌２区 生後17～20か月未満の雌牛 ２頭

繁殖雌牛群 ３産以上している雌牛３頭１組 ３頭１組

高等登録群 母牛・娘牛・孫牛の３頭１組 ３頭１組

総合評価群
（種牛群） 同じ種雄牛の雌牛４頭１組 ４頭１組

  

inin  

北
海
道

北
海
道

  

inin  

姶
良
中
央
家
畜
市
場

姶
良
中
央
家
畜
市
場

  

inin  

肝
属
中
央
家
畜
市
場

肝
属
中
央
家
畜
市
場

  

inin  

肝
属
中
央
家
畜
市
場

肝
属
中
央
家
畜
市
場

  

inin  

錦
江
町
内
審
査
場

錦
江
町
内
審
査
場

審
査
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

審
査
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

水流 賢一 畜産技師

産業振興課 経済チーム

出品区の一部では、出品牛の選定出品区の一部では、出品牛の選定
が始まっているところがあります。長い道のが始まっているところがあります。長い道の
りですが、「錦江町からりですが、「錦江町から ２頭以上！」そ２頭以上！」そ
して、大根占・田代のして、大根占・田代の 両地区からの出両地区からの出
品を目指します！！品を目指します！！
農家の皆さんと連携しな農家の皆さんと連携しな
がら、出品できるようにがら、出品できるように
頑張ります！頑張ります！

畜産技師に
聞きました！

原口勉さん家で生まれた「心愛６号」 木下晨兵さん家で生まれた「若秀華号」
２頭がお肉になるまで育てた
根占第二肥育牛センターの皆さん

肉販売

生産性を
  高める取組

第 13 回全共北海道大会
マスコットキャラクター 
「和ぎゅリー」

今年も錦江町秋まつりで

「錦江町産牛」を販売します！
例年、秋まつりで大好評の牛肉の販売。
今年は原口勉さん、木下晨兵さんの牛を販売
します。

モウ飼って、ずっと儲かる畜産へモウ飼って、ずっと儲かる畜産へ

お
り
、
令
和
７
年
に
40
㏊
で
栽
培

実
証
し
、
令
和
８
年
は
１
１
０
㏊

が
作
付
け
さ
れ
、
現
在
、
収
穫
中

で
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
町
内

産
優
良
牛
導
入
事
業
を
実
施
し
、

優
れ
た
子
牛
を
域
内
に
残
す
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で
は
、

令
和
６
年
度
以
降
、
毎
年
、
出
品

区
で
最
優
秀
賞
首
席
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。
日
々
の
飼
養
管
理
の
改

善
や
優
良
牛
の
導
入
な
ど
、
町
と

農
家
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
が
表
れ
て
い
る
の
か
も　

し
れ
ま
せ
ん
。

▲ルジグラス

診断結果 牛群全体の
栄養不足 栄養過多

改善内容 粗飼料給与量
を増量

農耕飼料を
減量調整

成果 大きくて丈夫な子牛
治療費の減少 生産コストの軽減

「代謝プロファイルテスト」による成果（一例）

個別改善検討会

検査結果をもとに農家さんへ具体
的な改善策を提案します

子牛の診断状況 代謝プロファイルテスト結果報告会

農家のご家族の皆さんにもご参加いただき、
今後の飼養管理について考えを深めています

代謝プロファイルテストの結果を蓄積し、繁殖牛管
理をマニュアル化して、肉用牛農家の皆さんの指導
に活かし、みなさんにモウ飼って4 4 4 4 4いただきたいです。

上大薗 樹 畜産技師
産業建設課 経済チーム

試行錯誤の先につかんだ、グランドチャンピオン
錦江町から県ナンバーワン牛誕生特集 moo~

moo~

今年の錦江町秋まつりは 11 月 15 日！

全共の審査区分と県からの出場頭数
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